
 

令和６年度 第１回 北海道総合開発委員会 議事録 

日時：令和６年６月３日（月）15:00～16:40 

場所：ANA クラウンプラザホテル札幌 ３階 鳳 

 

○出席者 

〔委員・参与〕寳金委員長、小椋副委員長、髙橋委員（計画部会長）、 

石井委員（計画副部会長）、岡田委員、加藤委員、川村委員、佐藤委員、 

須間委員、中村委員、堀田委員、松家委員、水野委員、森崎委員、古地参与 

原参与、吉岡参与  １７名出席 

〔北海道〕濱坂副知事、笹森計画局長、菅原計画推進課長、水井地域戦略課長 

 

（笹森計画局長） 

それでは、定刻となりましたので、ただ今から、令和６年度第１回北海道総合開発委員会を開

会いたします。 

本日の進行を務めます、総合政策部計画局の笹森と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

それでは、開会に当たりまして、濱坂副知事から御挨拶を申し上げます。 

 

（濱坂副知事） 

皆さん、こんにちは。副知事の濱坂でございます。北海道総合開発委員会の開会に当たりまし

て、一言ご挨拶を申し上げます。 

皆様には、大変お忙しい中、ご出席をいただきまして、本当にありがとうございます。心より

感謝を申し上げます。 

また、日頃より道政の推進に格段のご協力を賜り、この場をお借りしてお礼を申し上げたいと

思います。 

寳金委員長、そして、小椋副委員長をはじめ、委員、参与の皆様には、昨年８月以来、本委員

会、そして、計画部会におきまして、新たな総合計画の策定に向け、様々な観点から貴重なご意

見をいただきました。多大なるご尽力をいただきましたことに、心より感謝申し上げたいと思い

ます。 

ご承知のとおり、デジタル化、脱炭素化といった変革の動き、そして、不安定な国際情勢など

を背景に社会や経済の大きな変化に直面をしております。人口減少・少子高齢化の進行により、

地域の暮らし、そして、経済を支える担い手の不足といった課題も深刻化していると状況にござ

います。 

こうした中、道内各地域、そして、北海道が持続的に発展していくためには、北海道の特性、

それから、食、観光、再生可能エネルギーなどのポテンシャルを力に変えることによって、魅力

ある地域を創り上げていくことが重要でありまして、そうした考えの下、本日お示しする計画の

「最終案・事務局案」でございますが、「北海道の力が日本そして世界を変えていく」、「一人

ひとりが豊かで安心して住み続けられる地域を創る」という「めざす姿」でございますが、今後

概ね１０年間の指針としてこれを掲げまして、道民の皆様、そして、市町村をはじめとする関係

者の方々と連携を一層深めながら、取組を進めていきたいとこのように考えてございます。 

新たな総合計画の策定に関する本委員会でのご審議は、本日が最後となります。委員の皆様に

は、今後に向け、忌憚のないご意見をいただくようお願い申し上げまして、開会にあたりまして

のご挨拶とさせていただきます。皆様、本日はよろしくお願いいたします。 

 

（笹森計画局長） 

本日の会議の出席状況の状況についてございますが、過半数を超える１４名の方がご出席をい
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ただいておりますので、北海道総合開発委員会条例施行規則第４条第１項の規定に基づきまして、

本委員会が成立していることをご報告申し上げます。 

続きまして、令和６年度期から新たにご就任をいただいた委員の方をご紹介いたします。 

株式会社 atLOCAL 代表取締役の堀田悠希様にご就任をいただいております。 

堀田委員におかれましては、今後、どうぞ、よろしくお願いいたします。 

また、本日は、ご都合により欠席となりましたけれども、帯広市長の米沢則寿様にも新たにご

就任いただいております。この場でご報告を申し上げます。 

本日の会議ですけれども、報道関係者の方を含め、公開での開催とさせていただいております。

また、議事録につきましては、後日、道のホームページで、発言者のお名前入りで公開をさせて

いただきます。 

それから、会議資料ですけれども、お手元に配付しておりますが、会議次第、出席者名簿のほ

か、会議次第の下に記載をしております、資料１から資料９まで、および、参考資料となってお

りますので、適宜ご参照くださいますよう、お願いいたします。 

それでは、ここからの議事進行につきまして、事前に書面開催いたしました本委員会において、

委員長に選任をされました、寳金委員長にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

議題（１）新たな総合計画（最終案・事務局案）について、（２）新たな総合計画における点

検・評価について、（３）新たな総合計画の普及について」 

 

（寳金委員長） 

はい、ありがとうございます。 

それでは、早速、議事を進めてまいりたいと思います。 

まず、本日委員会は、１５時から２時間くらいの所要ということで進めていきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

それでは、式次第にございますように、本日の議事は４件ございます。 

１件目が「新たな総合計画（最終案・事務局案）について」です。その次、２件目が「新たな

総合計画における点検・評価について」、３件目、「新たな総合計画の普及について」、４件目

は「令和５年度北海道総合計画の推進状況について」を伺いたいと思います。 

それでは、まず、議事の（１）から（３）につきまして、事務局から一括して説明をお願い申

し上げます。 

 

（菅原計画推進課長） 

それでは、議事の１つ目「新たな総合計画（最終案・事務局案）について」ご説明させていた

だきます。 

資料１の「新たな北海道総合計画（案）に係るパブリックコメントの結果について」をご覧く

ださい。 

計画（案）に係りますパブリックコメントにつきましては、１にありますとおり、本年４月 10

日から５月９日まで実施したところであり、「２の意見提出状況」にありますとおり、720 件のご

意見を、477 の個人・団体からいただいたところでございます。 

下段に内訳がございますが、このうち 574 件のご意見につきましては、今回の総合計画の策定

におきまして、初めて実施した「こども意見募集」におきまして、小学生、中学生、高校生から

提出いただいたご意見となっております。 

「３ 意見の反映状況」についてでございますが、「意見を受けて案を修正したもの」が 22 件、

「案と意見の趣旨が同様と考えられるもの」が 351 件、「案を修正していないが、今後の施策の

進め方等の参考とするもの」が 117 件、「案に取り入れなかったもの」が 49 件、「案の内容につ

いての質問等」が 181 件となってございます。 

主な意見についてご紹介させていただきます。「全体に関すること」といたしましては、北海

道の強みや課題に対応した施策の方向性が明確に示されており、分かりやすい計画になっている、
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といったご意見ですとか、道民が安全に安心して生活することができ、その生活を次の世代に引

き継いでいけるよう協力していきたいなどのご意見がございました。 

２ページをご覧ください。「第３章 政策展開の基本方向」に関することでは、基本方向１に

おきまして、地産地消の文言を追加すべきといったご意見ですとか、基本方向２に関し、地方で

も都市圏と同レベルの医療サービスを受けられる環境づくりを推進していただきたいといったご

意見、基本方向３に関し、多文化共生社会の実現のためには、外国語教育が重要といったご意見

がございました。「第４章 地域づくりの基本方向」に関することでは、地域の発展のため、港

湾や高速道路、鉄道などとのリンクが重要といったご意見、「第５章 計画の推進」に関するこ

とでは、計画について広く道民に周知し、オール北海道の問題として共有できるようにしていく

べきといったご意見がございました。 

３ページをご覧ください。パブリックコメントのうち、こども意見の概要についてございます

が、「全体に関すること」としては、北海道の良さを大切にしながら、活気があり、多様性を重

視する未来であってほしいといったご意見ですとか、「第３章 政策展開の基本方向」に関する

こととしては、基本方向１に関し、広大な土地を活かし、できる限り自分達の住む地域で作って

消費するというサイクルができたら良いといったご意見、基本方向２に関し、子育て世代のサポ

ートを重点的に行うことで、人口減少の抑制も望めるといったご意見、基本方向３に関し、災害

が起きた時に備え、食料等を保存し、安全な場所を作ってほしいといったご意見などがございま

した。 

「第５章 計画の推進」に関することとしては、とても魅力的な計画に仕上がっているので、

道民に周知し、目標を共有していくことに力を入れるべきといったご意見がございました。 

続きまして、資料２「新たな総合計画（最終案・事務局案）の取りまとめについて」をご覧く

ださい。 

「主な修正のポイント」として三点記載してございます。これまでの北海道総合開発委員会で

のご意見や、ただ今ご説明したパブリックコメントを踏まえた修正のほか、附属資料の追加、そ

の他必要な文言修正などを行いまして、計画の「最終案・事務局案」を取りまとめたので、ご説

明させていただきます。 

主な記載の追加・修正事項といたしまして、「第３章 政策展開の基本方向」の「２ 政策展

開の基本方向」では、「食」に関しまして、地産地消の推進や食品ロスの削減について記載を追

加、「観光」に関しては、観光客の志向の変化に対応した観光地の形成について記載を修正、

「ゼロカーボン」に関しましては、道民一人ひとりの行動変容の促進について記載を追加、「産

業活性化・業種横断分野」に関しましては、外国人材の受入れについて記載を追加、「中小企

業・商業」に関しましては、空き店舗の活用について記載を追加しております。 

２ページをご覧ください。「安全・安心」では、消費者教育の充実に関し、デジタル化への対

応について記載を追加、「北海道の強靱化」に関しましては、積雪寒冷期の防災訓練について記

載を追加しております。また、「社会経済の基盤整備」では、地域交通の利便性向上に向けた記

載や、本道港湾の国際貨物拡大に関する記載を追加しております。 

また、「第４章 地域づくりの基本方向」では、道央広域連携地域の「地域づくりの方向」な

どに関し、北海道新幹線の札幌開業に関する記載を修正したところでございます。 

次に、附属資料についてでございますが、総合計画の策定に関するページを追加しましたほか、

新たな取組といたしまして、総合計画の策定に当たり、若い世代の意向を反映するために実施し

た意見聴取等の結果概要に関するページを新たに設けたところでございます。さらに、指標一覧

に関しましては、指標の目標値や中間目標値は、総合計画と一体的に推進する特定分野別計画等

の改定などを踏まえ、修正する場合があることについて記載の追加を行ったところでございます。 

ここで、お手数になりますが、資料４の 96 ページをご覧いただけますでしょうか。第４章「日

高地域」の施策の方向とあります。１枚めくっていただけると、97 ページの３行目に、「日高山

脈襟裳国定公園」という記載があるのですが、こちらにつきましては、先般、５月 23 日に国の中

央環境審議会におきまして、「日高山脈襟裳十勝国立公園」の指定などにつきまして、答申され、

今年夏頃には国立公園化の正式決定を予定しております。決定後、公園の名称など必要な記載の
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修正をさせていただく予定としておりますのでお知らせいたします。 

続きまして、議事（２）「新たな総合計画における点検・評価について」ご説明させていただ

きます。 

資料６になります。「新たな北海道総合計画の推進の仕組み」についてでございますが、こち

らは、計画の推進の仕組みと具体的な内容、その流れを示したものとなっております。 

この計画の推進に当たりましては、現行計画と同様に、総合計画の政策の方向性に沿って、毎

年度、いわゆるＰＤＣＡサイクルにより推進していくこととしておりますが、こうした取組に加

えまして、今回、新たにオレンジの枠囲みを追加しております。 

一点目といたしまして、右下の枠囲みにありますが、政策の進捗状況を総合的に把握するため

設定いたしました重要モニタリング指標の状況、人口動態、経済動向など社会経済情勢などを含

めまして、多角的に分析をしていくこととしております。また、ポツの２つ目にございますが、

特定分野別計画との一体的な推進を図るため、各計画の見直し時期等も踏まえまして、総合開発

委員会の皆様のご意見を伺いながら毎年の点検・評価を実施していくということとしております。 

また、左下の枠囲みをご覧ください。こうした毎年度の点検・評価の結果ですとか、指標の中

間目標の達成状況、さらには、住民意見聴取や道民意向調査の結果などを踏まえまして、本委員

会の皆様のご意見を伺いながら、中期的な点検・評価を実施することといたしております。 

続きまして、資料７をご覧ください。「新たな北海道総合計画の推進に係る想定スケジュール」

となっております。こちらは、ただ今ご説明した推進の仕組みについて、スケジュールに落とし

込んだものとなっております。左側のオレンジの部分になりますが、先ほどご説明したとおり、

毎年度の政策評価の結果などを踏まえまして、翌年度の４月から５月頃に、点検・評価を予定し

ているところでございます。また、表の真ん中あたりになりますが、計画の５年目を目途に、中

期的な点検・評価、計画の９年目から推進状況に関する検証を進めまして、次期計画策定の必要

性や時期について検討する予定としております。 

続きまして、議事の（３）「新たな総合計画の普及について」でございます。 

資料８「新たな総合計画の普及に係る想定スケジュール」をご覧ください。 

こちらは、計画の決定後、その普及に向けた取組に関する現時点での想定スケジュールを示し

たものとなっております。 

本年夏頃を予定しております計画の決定後におきましては、全道の市町村・学校・団体等への計

画書の配付はもとより、市町村や住民の方々などを対象とした地域説明会を１４振興局管内で実

施するほか、道内各地の高校や大学など、学校を訪問いたしまして、新たな総合計画の内容を題

材といたしましたディスカッションやワークショップなどの実施を予定しているところでござい

ます。 

また、道が包括連携協定を締結する企業や団体などにも計画について周知を行いまして、出前講

座を実施するほか、道のホームページやＳＮＳ、広報紙をはじめ、様々な媒体やＰＲ動画なども

活用し、幅広く情報発信を行いながら、多くの方々に理解と共感をいただきながら、連携・協働

による取組の推進につなげていく考えでございます。駆け足となりましたが、説明は以上となり

ます。 

 

（寳金委員長） 

ありがとうございます。続きまして、この新たな総合計画の調査審議にあたりまして、計画部

会を設置しましたので、その審議経過などにつきまして、髙橋部会長からご報告をお願いいたし

ます。 

 

（高橋委員（計画部会長）） 

計画部会長の髙橋でございます。私からは、計画部会における審議経過などについて、ご報告

差し上げます。資料５をご覧ください。なお、審議経過につきましては、本年２月１日の委員会

におきましても説明させていただきましたが、その後の動きも含めて、改めて、これまでの経過

を資料として取りまとめてございます。 
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資料の左上にありますが、昨年８月 22 日に本委員会が開催されまして、専門部会として計画部

会が設置されて以降、新たな総合計画の「骨子」や「素案」、「原案」の事務局案の審議におい

て、北海道の「めざす姿」や政策展開の方向などについて議論を行ってまいりました。 

また、今年２月１日に開催されました本委員会、その後、道議会での議論などを踏まえまして、

原案を修正した計画の「案」を４月に取りまとめ、この案に対するパブリックコメントを１か月

間実施いたしました。 

本日、ご審議いただく「最終案・事務局案」は、こうしたパブリックコメントの実施結果や、

先週５月 29 日に開催いたしました計画部会における議論を踏まえて取りまとめられたものでござ

います。 

先日の計画部会におけまして、主な議論は以下のとおりでございます。今回の計画は、ロジッ

クやデータ、理念など、わかりやすく表現されている、また、パブリックコメントは、将来を担

う若い世代が北海道の未来について考え、関心を持つきっかけとなったことが大変意義深い、さ

らに、この計画は、行政だけで進めるものではなく、行政と民間・道民が一体で進めなければい

けない、といったようなご意見がございました。 

また、新たな総合計画における点検・評価に関しては、今後策定される道の各計画に、本当に

必要な施策や社会情勢の変化が適切に盛り込まれているかどうかを確認するなど、特定分野別計

画の管理が重要であるというご意見、さらには、単に指標の進捗状況を示すだけではなく、めざ

す姿の実現に向けた各地域の取組事例などを取り上げ、これらを広く紹介していくことも検討し

てほしい、といったご意見がございました。 

加えまして、新たな総合計画の普及に向けては、世界への発信を意識した英語版などの作成や、

障がいのある方にも配慮した概要版の作成について検討してほしい、さらには、道教委と連携し、

総合計画を高校で実施している「総合的な探求の時間」の教材にすることを検討してほしい、と

いったようなご意見がございました。 

こうした、多岐にわたるご意見をいただいた上で、計画部会としては、新たな総合計画（最終

案・事務局案）を了承し、本委員会において、最終的なご審議をいただくことにいうことになっ

てございます。私からは以上でございます。 

 

（寳金委員長） 

髙橋部会長、ありがとうございます。本当に、非常に丁寧に、パブリックコメントをとってい

ただきまして、その過程でも、若い世代に対するアピールがあったと思います。 

それでは、ただいまの（１）から（３）総合計画の最終案の内容、事務局（案）にプラスし、

ただ今説明がございました計画の点検評価の仕組み、普及の進め方と三点ありますが、主には総

合計画に対するご意見になると思いますけれども、お手元の名簿順に私の方で指名させていただ

き、ご意見を伺って、その後、必要があれば、少しディスカッションをしたいと思います。それ

では、まず、順番に石井委員、よろしくお願いいたします。 

 

（石井委員） 

北海道大学の石井でございます。よろしくお願いいたします。 

前回の２月のこの計画委員会から、私の方で前回言わしていただいたのは、再エネについては

やはり環境との調和が必要ですよと。自然資本だとか、ネイチャーポジティブだとか言われてお

り、かつ、そういった自然との対峙というものが問われている中で、再エネもある意味、自然資

本の一部を使わしていただいているのですけれども、それが自然資本を破壊する方にいってしま

ってはいけないのだということで、再エネは環境と調和すべきということに関して、前回コメン

トさせていただきまして、それにつきましては反映していただきまして、ありがとうございまし

た。 

それから、先ほど高橋部会長の方からもあったのですけれども、やはり計画というのは、作っ

た後の運用が大事でございまして、今回の総合計画を運用していく中で、やはり各部局の計画の

さらに上位にある計画なのだということを意識しながら、先ほど部会長からもありましたけど
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も、社会状況に応じたフレキシブルな対応が必要だということと、それから評価に関しては指標

だけでなく地域の事例を取り上げ、めざす姿にどれだけ近づいたのかということをみんなで称え

合うといいますか、いいねと、そういった取り組みが必要だろうということをまた改めて今回申

し上げたいと思います。 

それから、大事な視点なのですけれども、これから普及等、それから毎年の点検評価を行って

いくのですけれども、私は点検と評価と普及というのは、ある意味一体化した方がいいかなと思

います。計画を作った後にだけ普及活動をして、なんかやった気になってしまいがちなのですけ

れども、毎年の点検評価を公表していく中で、先ほどの地域の取り組みだとかそういったもの

を、道としても発信していくのが良いかと。その時に、こういう計画のもとでめざす姿に近づい

たのだということを力強く訴えていくことが必要です。例えば、資料の７に、普及ということを

どこか横串に入れていただけるようなことを今後検討していただくと、もうちょっとこの計画と

いうものが、点検、評価、普及そしてまた計画の見直しといったようなスパイラルでうまいこと

を進んでいくのではないかなと思います。これから運用にあたっては是非、以上のことをご検討

いただければと思います。以上です。 

 

（寳金委員長） 

ありがとうございます。それでは順番にいきたいと思います。岡田委員、お願いします。 

 

（岡田委員） 

先日の計画部会で発言させていただいたことの繰り返しになるかと思いますけれども、まず

は、とてもわかりやすい魅力的な計画、パブリックコメントにもありましたように、施策の方向

性が明確でとても魅力的に仕上がっているこの計画をまとめてくださったこと、本当に大変なエ

ネルギーと時間をかけてくださったことに感謝を申し上げます。 

先日の部会で出されていた意見を聞きまして、なるほどと思うことがたくさんありました。今

この素晴らしい魅力的な計画を、熱意を持って進めようとしているのだけれども、時間がたって

熱が冷めることもあるでしょうと。常に計画の理念に立ち返りつつ、またすぐには結果の出ない

取り組みがあることにも留意しつつ、計画を進めてほしいと、そのような意見が出ていたと思い

ます。私、大学で学生を教えていて思うことなのですが、教える熱が冷めようとするときにそれ

を阻むのが、毎年顔ぶれが変わって入ってくる学生なのですね。10 代の子供たちというのは、も

うこれまで知らなかった新しい事柄に直面するわけですから、もう生き生きとして活力と柔軟性

を持って参加してくれます。その様子が、このパブリックコメント、資料４の 114 ページ以下の

子供たちの意見を見ても出ていると思います。中学はどうかわかりませんけれども、高校で今行

われている授業、探究課題を自ら見つけて深く調べてレポートする総合的探究の授業。ここで総

合計画の中から探求課題を見つけてもらい各地にいる道の職員さんたちとともに解決策を講じて

いくなどの取組、これは、是非検討していただきたいと思います。若者を、高校生などを巻き込

みつつ、実はそれが、熱が冷めかけたときに、大人達たちがその熱が冷めるが阻む存在になるの

ではないかなという気がいたします。 

若者を巻き込むと言いつつ実は大人たちが活力をもらい、また柔軟な考え方からヒントをもら

うことにもなりうるのではないかと思いますので、道民、特に若い人たちとの取組を是非ご検討

いただきたいと思います。以上です。 

 

（寳金委員長） 

ありがとうございます。続きまして、小椋委員、よろしくお願いいたします。 

 

（小椋副委員長） 

ＪＡ北海道中央会の小椋と申します。よろしくお願いします。今回は策定についての最終回で

ありますので、私からは、一次産業、特に農業についての意見を述べさせていただきたいと思い

ます。 
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初めに、資料１のパブリックコメントでありますけれども、子どもの意見が集約されておりま

す。この中には、食料の自給率、農地の有効活用、地産地消の推進という、北海道農業にとって

重要なキーワードが含まれております。次代を担う子供たちから、農業や食料に関する意見が出

ているということを大変嬉しく思っておりますし、子供たちも食料の大切さを認識しているとい

うことを改めて再認識させていただいたところであります。 

さて、本題に入りますけれども、重要項目について二点、意見を述べさせていただきます。 

まず、資料４の 39 ページに記載されております農業の担い手対策であります。 

現在の日本の人口は少子高齢化に伴う人材不足が農業のみならず、各産業に及んでおります。

特に北海道の農産物は道外移出のウエイトが高く、2024 年問題により物流コストが大幅に上昇し

ております。農業経営の形態も、家族経営が減少する中、法人経営が年々増加しており、多様な

形態が取り進められております。農業基盤整備の推進、省力化に伴う研究・開発、北海道農産物

のブランド化、子供たちを対象とした食育教育の推進など、長期的なビジョンで対策を進めてい

くことが必要であります。農業を支える担い手を育てていくことが、地域コミュニティの存続、

あるいは地域経済の維持発展に繋がると思っておりますので、是非、今後とも取り進めていただ

きたいと思います。 

次に、資料４の 86 ページに記載されております鳥獣被害対策であります。道内における令和４

年度の鳥獣被害は 59 億円となっており、このうちエゾシカによる被害が全体の約８割を占めてい

ます。エゾシカは夜間に活動してトウモロコシ、甜菜、馬鈴薯、ニンジンなど農産物なら何でも

食べる習性があり、また、ヒグマに関しては先般、別海町の牧場において乳牛に被害を与えたと

いう報道もされておりますし、秋田県においては民家にヒグマが侵入したという事例もあります。

こういった中、国の事業に基づき、各市町村やＪＡが主体となって、鳥獣被害防止対策を実施し

ているところでありますけれども、ハンターの高齢化に歯止めがかからず、どこの市町村におい

てもハンターの確保・育成が大きな課題となっている状況にあります。 

鳥獣による被害を極力減らしていくためには、道が主導的な立場となり、市町村とも十分連携

をとりながら、今後より一層ハンターの確保・育成を進めていただきたいと考えております。 

以上申し上げ、私からの意見とさせていただきます。よろしくお願いします。 

 

（寳金委員長） 

ありがとうございます。続きまして、加藤委員、よろしくお願いします。 

 

（加藤委員） 

私の方からは、計画の推進にあたって、お願いをしたいことが二つほどございます。 

一つは、資料の６のところを見ていただきたいのですけれども、実施するルールのところなの

ですけれども、ポツの二つ目、北海道総合計画推進本部による庁内が連携し、総合力を発揮した

ら、関連計画を一体的に推進、一体的にという言葉がございます。その下の方に、重要モニタリ

ング指標であったところ、特定分野別計画と一体的な推進を図るため、各計画の見直し時期等を

踏まえて点検を実施、一体的という言葉と連携という言葉についてです。 

是非、これは、北海道の道庁を各部門においてです。やはり、自分たちのモノとしてこの間、

この計画を考えていくのか。ただ単に、総合政策部が作った計画を合わせてやっていくのかとい

うような、ちょっと言葉が悪いのですけれども、縦割りの政策になってしまってはですね、意味

がないのではないかと思いますので、是非、ここのところについてはですね、各部局、構成者は

丸ごとという言葉で、自分のこととしてちょっと捕まえましょうというようなことをいっていま

すけれど、各部局におかれましても、是非、我が事として捉えて、北海道と未来を作っていくと

ていうことをやっていただきたいと思います。 

それからもう一点は、冒頭副知事のご挨拶の中にもありましたけれども、私の関係している福

祉関係の施策については、多くは市町村が実施主体になっていくわけでございます。 

従いまして、この計画を、先ほどこれぐらい推進していくかという中で説明がございましたけ

れども、やはり市町村においてこれを確実に実施していただくような、そういうような仕組みみ
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たいなものがないと、この計画をただ説明しました、やってくださいというだけではですね、な

かなか進んでいかないのではないかなと思いますので、是非この工夫をして、北海道庁等が協力

体制を持って実施するような、そんな関係をしていただければなと思います。以上です。 

 

（寳金委員長） 

はい、ありがとうございます。続きまして、川村委員、お願いします。 

 

（川村委員） 

はい、ありがとうございます。これまで、たくさん議論してきまして、概ね立場の違う専門家

の皆さんの意見が集約された案になっていたのかなと感じております。 

議論の大前提として、北海道の少子高齢化、それから人口減少が進んでいく中で、どうやって

例えば交通とか、ロジとか医療技術とか、ということが、問題になってくるわけですけれども、

そういうところにも真正面に立ち向かっていろいろ議論した結果が、今回の計画になっているの

かなと思います。 

当然そういうところでは、ＡＩとかＩｏＴとかＤＸとかＧＸとかいうのは重要になるのですが、

ＡＩ一つとっても、ここを議論してきたこの半年、１年前にもものすごく状況が変わってきてい

るというのは皆さんご存知と思います。生成ＡＩがやってきて、どんどんいろんなことができる

ようになってきていると。そう考えると、当然今議論したことが 10 年後、有効になっているかと

いうと分からないわけでして、現時点で議論をしたとしても、やはり最新の技術を使って変わっ

ていくことを恐れない、そういう姿勢を持って何とか立ち向かっていくことが重要かなと思いま

した。 

そのためには、黙っていても誰かがＤＸをやってくれるということはないので、やはりいろい

ろ問題を抱えながらも本日ご参加の皆さんを含め、みんなで当事者意識を持って変化を恐れずに

難局に向かっていくということが大事だし、その姿勢がこの計画の表れになると思いました。 

一方で、ＡＩやＤＸが発展したとしても、食とか観光とかそういうものの価値が薄れるわけで

はないので、一方で、北海道で動きとして描いているところというのもあるかなと思っておりま

す。そういうところもいろいろ計画で触れられたのはよかったかなと思っております。 

全体通して、パブリックコメントで若い方の意見を募れたということもありますし、こういう

計画と、立場とか専門とか地域とか世代とかそれぞれ違って、利害にも必ずしも一致しないとい

う前提の中でいろいろ方向性を考えていかなければいけないという状況だと思うのですけれども、

少子高齢化とか、この先、人口減少、それから若者を大切にしたいという気持ちが、初めから議

論の中心にあったかなと思います。そういう意味で、この計画案というのは素晴らしいものにな

ったかなと思っておりますので、次は是非、これを単に計画だけとみんなに共有して議論して、

もし状況が変われば、これを柔軟に変化させる、そういうことをもってこの先この計画を実行し

ていくような、そういうフェーズに移っていければいいのかなと思いました。はい、ありがとう

ございます。 

 

（寳金委員長） 

はい、ありがとうございます。それでは、佐藤委員、お願いします。 

 

（佐藤委員） 

先ほど高橋計画部会長からお話いただきましたけれども、私から特に二点、重ねてお話したい

と思います。 

一点目は、先ほど加藤委員、岡田委員の方から「我が事」「当事者意識」というお話がありま

したが、計画の「自分ごと化」についてお話したいと思います。この度、子供たちを含むですね、

大変多くのパブリックコメントが得られました。また多様な意見、たくさんの意見が出されたと

非常に素晴らしいなと考えておりまして、事務局の皆様のご尽力につきまして、敬意と感謝を申

し上げるところです。 
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例えばこれが、コメントを寄せてくれた子供が 10 歳ならこの計画が成就される 10 年後には 20

歳、17 歳ならば 27 歳です。この度のこのパブリックコメントを通じて子供たちに当事者意識、す

なわち「自分ごと」と捉えてもらい、自分らが北海道全体を主体的に考えるきっかけを与えるこ

とができたと考えております。 

先ほどからお話あります通り、学校教育においても継続的にこういうことを課題としていき、

10 年後にあなたたちが引っ張っていくんだというメッセージを伝え続けることもたいせつです。 

もう一点、計画推進における課題についてです。これも先ほどから同様のご意見が出されてお

りましたけれども、この計画を実施していくには、やはり地域ごとの、振興局・総合振興局単位

での具体的な政策の展開になります。これは善し悪しの話ではなくただ対応するべき課題という

だけですが、その成否は、しかしながら人事の、かなり属人的な要因に左右されるというのが現

実です。 

善し悪しの振れ幅については現場においてこれまでたくさん経験をしてきました。この総合計

画を絵に描いた餅にしないためには、こういうことを少しでも解消することが必要です。そのた

めにはできるだけ多くの母数にこの計画そのものを周知することが求められます。自治体はもち

ろんのこと、企業、組織、団体、学校、さらにはあまねく道民にも広く知れ渡るように務めてい

ただきたい、そうしていきたいというふうに思っております。多くの道民や団体、企業などから

「総合計画にこのような記載があって、こういう指標があるが、道庁としてはどのように進める

のか？」などの意見を、ボトムから上げていくぐらいな周知という目標を掲げていきたいなと考

えておりますので、是非ご尽力、引き続きお願いしたいと思います。以上でございます。 

 

（寳金委員長） 

はい、ありがとうございます。続きまして、須間委員、よろしくお願いします。 

 

（須間委員） 

連合北海道、須間です。私からは、政策展開の基本方向にあります、「誰もが可能性を発揮で

きる社会」の「安全安心な暮らし」の政策の項目について意見を述べたいと思います。 

まず、67 ページ（４）で就業就労の環境について申し上げます。多様な働き手の労働参加の促

進についてですが、とりわけ女性の労働参加の取組が重要と考えております。前回の委員会でも

申し上げましたが、北海道の女性就業率は、少しずつ増加をしておりますが、依然として全国よ

り 4.4 ポイント低い状況にあります。とりわけ、正社員雇用労働者が少ないことからも、女性の

就業率が低いのは、どのような課題があるからなのか、原因分析を行っていただき、女性の働く

環境を含めての就業支援を行うことが必要であると考えております。 

また、今回女性の就業率の目標値が示されましたが、10 年で 2.4 ポイントの引き上げであり、

高齢者は 4.1 ポイント引き上げということで言えば、低い数値ということが言えるので、是非と

も目標値達成に向けて、取組の推進が図られることを期待しております。 

さらに、71 ページ（６）の安全安心の中においても、女性に関する記載があります。73 ページ

目にも、女性の活躍推進に向けたオール北海道による意識の向上、政策方針決定の女性の参画拡

大を進めるとともに、男女平等参画を促進するという記載がありますので、ジェンダー平等の推

進を取り組んでおりますが、あらゆる分野で女性の参画が進むことによって、社会構造の変革に

繋がると考えておりますので、今後の具体的な取組の展開をお願いしたいと思っております。 

次に、69 ページ（５）で中小企業、商業の政策について申し上げます。中小小規模企業の経営

基盤の強化においては、中小企業で働く者の処遇の改善に向け、適正な価格転嫁を進めていくこ

とが必要であると考えております。 

昨年、内閣官房と公正取引委員会から「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」

が出され、「北海道政労使会議」でも指針の順守を採択しました。 

先日、公正取引委員会からも、下請け法の運用基準が改正され、買いたたき行為についても、

今後はコストの著しい上昇を把握することができる場合は、据え置かれた下請け代金を買いたた

きに該当するというような指示がされております。 
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北海道の企業は 99.8％が中小企業で占めており、従業員の 84％がそこで働いております。中小

企業の抱える人手不足、非正規社員の解消に向けて、働く者の処遇改善を行うことが中小企業の

安定経営、持続的な経営になると考えておりますので、取組の実施をお願い申し上げまして、私

からの意見とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

（寳金委員長） 

はい、ありがとうございます。では、部会長である髙橋委員、お願いします。 

 

（髙橋委員） 

はい、ありがとうございます。先ほどは部会長として議論の経過をご報告させていただきまし

たが、今回は一個人の委員としての感想も含めてお話させていただきたいと思います。 

まず、部会長としては、改めて部会の委員の皆様より、幅広い見地からご議論いただきました

こと、またその議論についてしっかりまとめていただきました事務局の皆様、心からお礼申し上

げます、どうもありがとうございました。 

私としては、昨年の８月に寳金委員長より、アメリカから帰られて、ダイバーシティがあたり

まえでありそれをいかに計画に盛り込むかというような宿題をいただいたと考えております。 

この宿題に関しましては、現在の総合計画のテーマであります「輝き続ける北海道」、これを

どうやっていただいた宿題を付加させながら発展させていくことができるかを考えながら、議論

に参加し、また、リードさせていただいきました。 

その結果、ダイバーシティという言葉は直接に、そのあるべき姿というところに出てきません

でしたけれども、一人ひとりの豊かなその価値の創造が、輝き続けるための北海道のエネルギー

になるとかんがえておりますし、その輝き続ける北海道が、今度は世界に発信するというだけで

はなくて、世界を変えていくという、そういう意気込みも含めて、今回あるべき姿を示すことが

できたと考えております。 

また、このあるべき姿というのをどうやって実現するのか、主語は何なのか、主体は何なのか

というようなこともご議論されたと思います。この主体は誰なのかということに関しましては、

今回のパブリックコメントでいただいたとおり、本当に若い方が、この計画に関与していていた

だけるような、そういうことが見られましたので、私はある意味、これからの将来、北海道を動

かしていくその主体が、こういう若者であるということを本当に感じましたし、少し感動を覚え

たというようなところでございます。 

とは言いながら、先ほど川村委員の方からお話ありましたとおり、計画を策定する期間におい

ても、多くの情報がバージョンアップされましたし、当然技術もどんどん進んでいます。このよ

うなことを考えますと、このあるべき姿というのは、10 年ずっと同じであるのかなということを

考えますが、基本、やはりこのあるべき姿というのは、しっかりよりどころとして、ぶれること

なく、そのあるべき姿を実現するための政策や施策に関しては、常にバージョンアップしながら、

確認しながら進めていく必要があるのだろうなと思います。 

この計画を実現するに当たって、二点ほどお話させていただきたいと思いますが、まずは実行

するにあたって今回ＫＰＩを決めておりますが、やはり虫の目と鳥の目というのですかね。個別

と全体、これを常に確認しながらいく必要があるのだろうなと思います。当然、各部局でやって

いく、その政策に関してのＫＰＩでございますが、やはり最終的にはあるべき姿というのはどう

いうものであるのかということを、全体としてもしっかり確認していくことが必要だろうと思い

ます。 

もう一点目は、この計画をどうやって進めていくかということですが、やはりキーワードとし

ては連携だと思います。先ほどどなたかおっしゃっていましたが、やはり部局間の連携というの

はまず大事だと思いますし、市町村間、さらには地域の連携、これは振興局の域を少しはみ出し

た形でもいいと思いますが、そういう計画を連携しながら進めていく、民間を含めてですね、総

力戦でやっていくというのが、まさにこの総合計画の重要なポイントだと思います。是非その辺

りを期待して、私からの意見とさせていただきます。 
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（寳金委員長） 

 はい、ありがとうございます。続きまして、中村委員、よろしくお願いします。 

 

（中村委員） 

北海道観光振興機構の中村でございます。私も計画部会のメンバーでございまして、部会の中

で議論をして、高橋部会長並びに事務局の皆さんに取りまとめていただきました内容について、

気持ちを込めて議論していただいたと思っておりますので、是非これを実行に移していきたいと

思っております。 

パブリックコメントの声は、道民皆さんの期待だと思いますので、そこにしっかり応えていく

行動が求められていると思っております。 

私の担当領域であります、観光、北海道観光は、単純に観光という言葉では語れない部分があ

ると思うのですね。例えば、宿泊、飲食、交通のように観光の中で、主要な基幹業界と言われて

いるようなものに加えて、サービスであったり、一次産業であったり、教育であったり、文化で

あったり、様々なものが観光に関わっているというところで、やはり、私としては観光が地域を

支え元気にしていく、それを世界に発信していく、そういった思いを持って、今後取り組んでま

いりたいと思っております。 

当機構のグランドデザインの中にも、観光消費額含め、様々なＫＰＩが設定されておりますけ

れども、僭越ながらこの計画案より高い目標を設定させていただいております。総合計画も適宜、

これから見直しがされると思いますが、一緒に連携して、高い目標に向かってチャレンジしてい

きたいと思います。以上です。ありがとうございました。 

 

（寳金委員長） 

 ありがとうございます。では、堀田委員、よろしくお願いします。 

 

（堀田委員） 

今年度からお世話になります、at LOCAL の堀田と申します。ちょっと私事になってしまうので

すけれども、十勝にある道の駅ピア 21 しほろという道の駅を運営する会社です。今回このような

形で参加させていただいて、本当に希望あふれる北海道の総合計画を見せていただいて、私自身

観光だったりとか、地域づくりだったり、教育だったりっていうところをキーワードにしながら、

日々活動をしております。 

私の道の駅ですけれども、道の駅は、もちろん地域の観光拠点でありながら、地域のコミュニ

ティの拠点だと思っております。ただ、最初、よく言われたのは、道の駅は観光客のための施設

で、観光客に売れる施設を目指すべきだとたくさん言われてきました。本当にそうなのかと思っ

てはいるのですけれども、７年間やってみてすごく感じるのは、これからの観光業は、地域に住

む人たちが手動で育む地域づくり、食だったり、文化だったりだとか、そういう住民たちがごち

ゃごちゃわいわいがやがやしているところに共感する観光客がその地域を訪れる時代になるので

はないかと思っております。 

ですので、私達の道の駅、日本一町民に必要とされる道の駅、というのをメインビジョンにし

ながら運営をしております。そのために魅力と価値を発信するためには本当に人材教育が本当に

大事だなと痛感しております。 

私の会社ではフルタイム社員が新たな挑戦をしやすくする環境、そして、私の会社は 35 名のス

タッフが在籍しているのですけれども、ほとんどが女性スタッフでございます。パートタイム社

員が結婚だったりとか、出産後も思い切りキャリアを活かせるような組織体制を目指しながら、

外部講師を入れたりだとか、社員研修を行ったりだとか、面談だったりを通しながら、私達の道

の駅に所属するスタッフが、自主自立した人で、他人と比べることなく、自分の価値観を大切に

しながら、そして自分がどうありたいのかというところを徹底的に向き合ってほしい。お仕事も

大事だけれども、やっぱり自分の豊かな人生を送るためにというところを常日頃伝えております。
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その中で丸７年、今年の春で経ったのですけれども、25 名の赤ちゃんが誕生し、なんと今も現在

２名の妊婦が元気いっぱい働いております。 

さらに地域づくりという観点で言うと、コロナになって中学校、高校に出前授業を行っており

ます。中学校では義務教育の中で総合学習の時間で郷土愛を育むというところをテーマにしなが

ら授業を行っております。３年間やってみてすごく感じたのは、小さなまちを羽ばたくときに、

10 年後 20 年後を振り返ったときに、自分のまちはやっぱり誇りだな、素晴らしいまちだったな、

良い勉強させてもらったなと、ちょっと記憶に残るようなこういう取組をしていきたいし、さら

に言うなれば、また何年後かにこのまちに生きる、職業として選択するというところも目指しな

がら活動しております。 

そして、私が一番一生懸命やりたいなと思っているのは、彼らから出るまちづくりのアイディ

アだったりを、道の駅に反映したりだとか、商品開発をしたりだとか、彼らのアイディアを基本

計画にまとめながら、町に打診をしながら予算をつけてもらって、今、道の駅の中に公園を作ろ

うとしているのですけれども、彼らの思うまちづくり、未来というところを我々は一生懸命具現

化して、実行に移して、義務教育中で、我がまちは自分たちでつくるものなのか、そうかまちづ

くりというのは自分でやらなきゃいけないことなんだというところをちゃんとしっかり、子ども

たちと一緒に考えることが大事なんじゃないかなと思っております。 

それに続いてなんですけれども、これからの時代、やっぱり道民一人ひとりが、自分の住むま

ちをより良くしていこうだとか、住みやすくしていこうだとか、そういう豊かな心を育むことっ

ていうことが何より大切で、私自身も大きなことを言える立場ではないのですけれども、それで

もこのまちの小さな道の駅を運営する者として、道のこの総合計画を意識しながら、しっかりと

草の根運動のような形で具現化していけたら良いなと思っております。ありがとうございます。 

 

（寳金委員長） 

はい、ありがとうございます。では、松家委員、お願いします。 

 

（松家委員） 

北海道医師会、松家でございます。 

今回このまとめられようとしている新たな北海道総合計画、この計画推進にあたって留意すべ

き点でございますけれども、北海道医師会の立場としましては、道民の健康増進という視点から

申し上げたいと思います。 

 まず第一に、地域の皆さんの健康と福祉を重視した計画の推進が必要であります。 

安心して健康に暮らすことのできる地域社会、これは経済の発展にも不可欠であります。医療

や介護、健康増進活動の分野を重視すべきと考えます。 

次に、我々地域医療を直接担う立場から申し上げますと、地域全体の医療ニーズに対応して、

高齢化や地域間格差の課題、これに柔軟にかつ効果的に対処できる体制の整備が求められると思

います。 

北海道は広大な地域を有しており、地域間の医療格差、医療アクセスの問題が顕著でございま

す。計画推進においては適切な医療施設の配置、医師・医療スタッフの確保、ＩＣＴの活用など、

地域全体の医療サービスの質とアクセス性の向上が不可欠でございます。 

しかしながら、現在の北海道内の医療が抱える課題は解決できず、地域によっては限界を超え

つつあり、医療崩壊が始まっております。北海道においては、これらの現状をしっかりと把握し、

道民が住み慣れた地域で安心して生活が送れるよう、必要な支援を行うなどし、地域の健康福祉、

地域医療の充実と地域の連携強化、そして持続可能な開発と環境保全の両立を重点に置いた北海

道総合計画の推進が必要だと思っております。10 年後、道民が健康で生活できていることを願っ

てやみません。以上です。 

 

（寳金委員長） 

はい、ありがとうございます。続きまして、水野委員、お願いいたします。 



 13 / 22 

 

 

（水野委員） 

北海道経済連合会の水野です。よろしくお願いいたします。まず初めに本日の委員会に諮られ

ております計画最終案につきまして、策定取りまとめのために大変な作業を担っていただきまし

た事務局の皆様、関係部署の皆様に改めて感謝を申し上げたいと思います。 

私も計画部会の委員として議論に参加し、これまで様々な意見を申し述べさせていただきまし

た。特に、エネルギーにつきましては、次世代半導体産業ですとか、データセンターですとか、

新たな産業集積に伴う電力需要の大幅な増加が見込まれる中で、ゼロカーボン北海道を着実に実

現していくためには、ＣＯ２を排出しない既存電源を活用し、エネルギー供給の安定確保を図るこ

とを前提として、再生可能エネルギーの導入を積極的に拡大していくということが重要になりま

す。 

今後、国においても、ＧＸ2040 ビジョンの策定ですとか、エネルギー基本計画の見直しですと

か、議論等が進められてまいりますので、それらも踏まえながらその実現に向かってしっかり取

り組んでいただければと考えます。 

また、全国より速いスピードで人口減少が進む北海道においては、人材の育成、さらには育っ

た人材に北海道に留まってもらう、もしくは道外から転入してもらうための雇用の場、また環境

の確保が極めて重要と考えております。 

経済界としても、多様な人材に活躍してもらうための良好な職場環境、研修制度、さらにはア

ルムナイ採用など柔軟な雇用制度の整備などに努めてまいりますので、北海道庁様のリードで重

点的な取組の推進をお願いいたします。 

最後に先般、報道でございましたけれども、鉄道・運輸機構から国土交通大臣に対して、北海

道新幹線札幌延伸に関しまして 2030 年度末開業の達成が困難であるとの報告がなされたところで

ございます。また、昨年 12 月には冬季オリパラの札幌招致の一時停止ということも決定されてお

りまして、少し前までは大きなイベントが目白押しで北海道の飛躍の機会と捉えられていた 2030

年でございますけれども、その後の北海道がどのような方向に向かっていくのか分岐点に変化し

てしまったと捉えてございます。新たな北海道総合計画の計画期間はまさにその 2030 年を含みま

すので、今後の北海道のあり方を左右するものになると思います。 

皆様にはそうした認識をぜひとも共有いただいて、めざす姿に掲げた「北海道の力が日本そし

て世界を変えていく」、「一人ひとりが豊かで安心して住み続けられる地域を創る」という前向

きで意欲的な目標の達成に向けて、先ほど高橋先生からも連携という言葉がキーだとお話があり

ましたけども、経済界とも密に連携していただき、共に取り組んでいただくことを強く期待いた

します。私からは以上です。 

  

（寳金委員長） 

はい。ありがとうございます。では、森崎委員、よろしくお願いします。 

 

（森崎委員） 

釧路市の株式会社 MOKA.の森崎と申します。よろしくお願いいたします。私の方からは、釧路と

いうその地域性の部分と、あとは雇用労働のことに普段関わっているものですからその視点と、

あと女性の就労の視点でお話をさせていただければ良いかなと思っております。 

まずその前に、この膨大な情報や資料をとてもわかりやすくまとめていただいた事務局の方に

深くお礼を申し上げたいと思います。そして、お子さん、子どもの意見ですね、パブリックコメ

ントで子どもの意見を聞いたこと、そして、それを取り上げていただいたっていうことにとても

感動しておりまして、これ資料１でしょうかね、多分抜粋バージョンだとは思うのですけれども、

その中でも資料１のページ３ですね、「若者に意見を聞くだけでなく、若者が参加し、実際に大

人の皆さんと行動を共にできることなどの取組もあったら、俄然みんなのやる気が高まると思い

ました。」これ、本当にそうなんだなと思います。私達こういったところで専門分野の人間が、

専門の視点で色々お話をしていますが、なかなか子どもですとか、もしかしたら女性の主婦の意
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見などがなかなか伝わっていかないという場面があるかなと思います。当初から私が参加させて

いただいたときから、少なくとも人口の半分、もしかしたら半分以上が女性なのに、こういった

重要な意見を出せる場面に女性が少ないというのはいかがなものでしょうということをお話させ

ていただいていたところなのですが、今般、堀田委員が、まさに多分まだ子育て世代なのかなと

思いますが、参加していただいて本当に何か心強いというか、少しずつそのウェーブが近づいて

きたなと感じております。 

今後の取組についてですが、今まで皆さんがお話していただいたこととほぼほぼ同じになると

思いますが、実際には本計画に沿って、現場にそれ相当の動きがあることが重要になってくると

思っております。例えば、道庁事業とかを見ても、過去 20 年近く同じような取組をしているのが

ちょこちょこ見かけられると思います。箱物があってもなかなかその実態があるんだろうかとい

うのも、現場で動いている立場の人間にしては見え隠れするところがあります。 

本計画の作成のために相当数の時間と労力が使われているので、是非現場で実施をしていただ

いて、その成果を数字という、ＫＰＩの数字ということだけじゃなくて、道民一人ひとりの、何

でしょう心や体に何か受け止められたら、受け止められるような見え方ができたら良いかなと思

います。 

ちょっと変な例えをしますけれども、最近、おトイレに行くと、個室に入ると「とても綺麗に

使っていただいてありがとうございます」と書いてありますよね。トイレを綺麗にしましょうと

いうよりも、褒めていただくと、なんかそうかじゃあ綺麗にしなくちゃなという気持ちになると

思うんですね。なので、道民も国民も褒めてもらえるとその方にやったら良いんだなというよう

な気持ちになると思うのです。なので成果が見えるように、一人ひとりの心に通じるような計画

であっていただければありがたいと思います。 

各地方自治体で色々なお仕事をさせていただいているのですが、市町村、皆さんすごく担当部

署は一生懸命にやっています。その一生懸命さがなかなか住民には伝わりづらいのだなというの

が、一民間企業で動いている人間としては感じますので、それが本当の意味で皆さんに伝わるよ

うに見えるような形で自分、一人ひとりが褒められたなと感じるような計画であっていただけれ

ば嬉しいなと思っております。以上です。 

 

（寳金委員長） 

はい。ありがとうございます。参与からも意見をいただきたいと思います。まず古地参与、よ

ろしくお願いします。 

 

（古地参与） 

北海道教育大学函館校の古地と申します。よろしくお願いいたします。私も計画部会の方に関

わらせていただきました。専門が政治学とか公共政策学ということもありますし、あとカナダ研

究も専門の一つですので、そういったバックグラウンドも含めながらコメントさせていただきま

す。 

私も道の計画作りに関わらせていただくのは初めてでしたので、とりわけ計画部会の皆様を中

心に、いろいろと 1年間議論をさせていただいて、非常に楽しかったなというのがあります。 

あと、皆さんもおっしゃっておられましたけれども、これだけの情報を的確に捌いていただい

て、さらに委員、参与の皆さんの、私も含めて色々な無茶ぶりというか、コメントをしておりま

したが、そういうことも上手く受け止めていただいてですね、政策の内容に変換していただきま

した事務局の皆様には本当に心からお礼を申し上げたいと思います。ありがとうございました。 

道庁の皆さんのお力がないと総合計画を進めていくことはできないわけですが、今までも委員

の皆さんからありましたように、総合計画の実施は道庁だけでやっていくものではないでしょ

う。私たちも含めて一人ひとりがどう関わっていけるのかということになるだろうと思います。

一言で言えば、この計画を実践していくということは、今後 10 年間で北海道のガバナンスが試さ

れるということだと思うのですね。その中でどういうふうに連携していくのかという話になって

いくのだと思います。 
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道庁の皆様もご覧になっていると思いますが、最近、北海道新聞の連載で道庁スルーとか、道

庁外しとかという話が出ています。これだけの規模の自治体ですので、道民の一人としても、皆

さんがスルーされたり、外されたりしては困るわけです。道庁の位置付けを、市町村との関係、

さらには地域社会との関係の中で改めて考えていくことが重要になってくるのだろうと思いま

す。 

変化の激しい時代という話がこれまでも出ましたけれども、様々な技術や情報が変わっていく

中で、やはり根っこになる部分は何なのかというと、めざす姿、理念になると思います。理念や

目的、目標を共有して、どうベクトルを合わせていけるのかということが私たちに問われている

と思います。私が専門としているカナダでは、とりわけ 2000 年代に入ってから、多様な主体のベ

クトルをどう合わせていくかということを地道にやってきました。長年カナダの政治と政策を見

ていますが、それが少しずつ形になってきていると感じております。 

さらに、世界を変えていくというところに関してですが、世界の中で北海道がどのような役割

を果たすべきかというところも議論されたと思います。先ほど高橋部会長からもありましたけれ

ども、私たちが描きたい北海道の姿をどうやって世界の人たちに伝えていくのか、そして、北海

道の力になっていただけるのかというところ、なぜ北海道なのか、ということを世界の人に訴え

ていきたいなと思います。そういう中で、外国人材の活用という話も出てきました。今まで多様

性の話が出てきましたが、果たして、この北海道という地において、多様な人々が、それぞれの

ポテンシャルを発揮できるようになっているだろうか、多様な方々をエンパワーする、支えてい

くものが道の政策の中にあるのかどうかということも考えていくことが重要になると思います。

そうすると、この一人ひとりが豊かで安心して住み続けられる地域というふうになると思うので

す。それがないと日本も変えられないし、世界も変えられないということになると思います。 

今女性の目線でという話も出ましたけれども、それに加えて、私自身も函館でＬＧＢＴＱ＋に

関わる活動もさせていただいていますけども、多様な方々が生きやすく自己実現できる地域を作

っていくと力を発揮してくださいますので、そういった方向でやっていけると良いと思います。 

最後は、多様性の話と繋がっていきますけれども、これだけの数のパブリックコメントがとり

わけ若い人から出ました。この若い人たち、10年経てば、北海道の主役になっている世代の人々

です。その人たちに対して、私たちがちゃんとその人たちの目を見て、私たちが今後 10 年間やっ

ていくことを説明できるのかどうかということが問われると思います。そういう点で申し上げる

と、この計画づくりに関わらせていただいたという点で、襟を正して、責任感を持って私の立場

でできることをしていきたいと考えております。また、結果ももちろん大事なのですが、どのよ

うに実施するのかというプロセスもすごく大事です。政治学的な観点でいうと、民主主義ではや

はりプロセスがすごく大切になります。そのプロセスに誰が関わるのか、そういう点で言うと、

先ほど森崎委員もおっしゃいましたけれど、多様性をこういう委員会のような場にどう反映して

いくのかということが今後大きく問われてきます。学生たちと話をしていますと、多様性に対す

るセンシティビティはすごく高まってきています。就職活動をするときも、多様性を重視しない

ような企業や団体には行きたくないと言っています。ですので、皆さんが北海道に若い人が残っ

てほしいと思われるのであれば、それぞれのお立場でそういうことを進めていただきたいと思い

ます。以上です。 

 

（寳金委員長） 

はい、ありがとうございます。では、原参与お願いします。 

 

（原参与） 

はい、私からは私の専門の分野のところで、電力エネルギー系のところでコメントさせていた

だければと思います。まず今回、計画部会の皆様、並びに事務局の皆様のご尽力で大変素晴らし

い計画をまとめていただきましてありがとうございます。感謝申し上げます。 

2050 年のゼロカーボン北海道達成という目的に向かって、10 年間というのは、その前半戦とい

うところで、ここでいかにうまく波に乗るかというところが、達成に当たっては非常に重要な 10
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年間なのだろうなと思ってございます。 

一方で、デジタル産業等の誘導で需要が増えるというお話、先ほど水野委員からもございまし

たけれども、そういった電力の需要が増えていく中で、このゼロカーボンに向けて、いかにＣＯ２

の排出を避けていくのかというところ、脱炭素を図っていくのかという非常にチャレンジングな

んだと思っております。しっかりと実現していくとところは、非常にチャレンジングである一方

で非常に重要なところだと思いますので、着実に進めていくということが重要だなと改めて意識

したところございます。 

そのためには、計画の中でまとめていただきました、各種政策展開の基本方向、これ自体は素

晴らしいものですので、それ自体に異論を唱えるつもりはございませんけれども、各基本的な方

向性というものが、個別的な取り組みに陥ることなく、これを軸としつつ、横断的に実現してい

くというような取組が今後ますます必要になるのだろうなと思ってございます。デジタル産業に

よる需要の増というところをネガティブに捉えるのではなくて、例えば脱炭素化に資するような

形で誘導していくだとか、そういった取組が重要なのだろうなと思ってございます。是非そんな

ような形で計画を遂行していただければと思っている次第でございます。 

また、パブコメで若い世代からの意見を聴取したと非常に良い取組だと思っておりますし、そ

れが今回の計画の中にも少なからず反映させていただいたというところは、非常に良いところだ

と思ってございます。計画の推進に当たりましては、是非この若い世代の意見を取り入れるとい

うことを、計画の改定のタイミングだけではなく、都度、推進の状況を周知し、それに対する若

い方の意見を随時取り入れていき、状況の変化に合わせながら計画を柔軟に見直してといくとい

うところ、川村委員からもご指摘あったところかと思いますけれども、そういった視点が重要な

のではないかと改めて思った次第でございます。そのためには、いろいろな指標、見せ方を最後

に数値でまとめていただいておりますけれども、それがこちらにずらっと並んでいても、なかな

か分かりづらいところも、特に若い世代に対してはあるのかなと思っております。資料９のよう

に見やすい形で状況を発信していくということも今後重要なのかなと思いますので、その点も併

せてご検討いただければ幸いでございます。 

またそれを踏まえて、若い世代の人たちだけに限らず、道民の皆さんが自分自身でこの計画の

目標に向かって、どういうふうに貢献できているのかというのを、我が身を振り返って見られる

ようなタイミングというものを提供することも重要かなと思いました。 

先ほど我が事とお話がありましたけれども、まさにこの計画の遂行状況が、自分自身の身に立

ち返って考えるきっかけを与えられることができれば、道民も含めた個人個人が計画の実施、遂

行に向けて取り組むきっかけになるのではないかと思った次第でございます。以上、雑駁ですけ

れども私からの意見でございます。よろしくお願いいたします。 

 

（寳金委員長） 

はい。ありがとうございます。では、最後に吉岡参与、お願いいたします。 

 

（吉岡参与） 

北海道文教大学の吉岡と申します。私の専門は社会教育ですので、生涯学習、社会教育、教育

分野の方面から意見を述べたいと思います。 

まず、めざす姿として、北海道の力が日本、そして世界を変えていくというのは本当に前向き

で、期待のこもった言葉が並んでいて、北海道民の一人として本当に嬉しく思っております。ま

た、皆様からたくさんご意見が出ましたパブリックコメントに子供の意見をー、という初めての

取組ですけれども、私も非常に素晴らしい取組だと思いました。そこで、学生と一緒に地域の公

民館といいましょうか、生涯学習施設に一緒に行って地域の小学生、中学生と一緒にパブリック

コメントを送ることにチャレンジ致しました。行く前は小学生が分かるかしらと不安に思ってい

たのですけども、いざ行ってみると小学生も大丈夫、これぐらい分かるよと言ってくれました。

もっと子供の意見をしっかり捉えていく必要があるんだということを身をもって感じたところで

す。その中で思ったのが、子供の意見表明権というものが、日本も批准しております子供の権利
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条約にございます。子供が意見を表明するということに関して、この総合計画でも子供、若者枠

といいましょうか、こういう委員の中にも若者が入ってもいいのではないかと感じております。

将来的にはそういったことも検討していただいて、北海道の力が日本そして世界を変えていくこ

との一つとして、総合計画に若者、子供が委員として当たり前にいるというような、そんなチャ

レンジをしていってはいかがかと思っているところです。 

もう一つは資料３の４ページにめざす姿ですとか、政策展開の基本方向がございます。政策展

開基本方向として「潜在力」ですとか、「誰もが」という言葉や「各地域の持続的な発展」とい

った言葉が出ております。おそらく道民の方たちは、北海道には大きな潜在力があるということ

を思っていらっしゃいますし、誰もが、特定の誰かではなくて、自分自身、一人ひとりが主役な

んだということも皆さん思ってらっしゃるのではないでしょうか。６つの連携地域ということで、

道央、道南、道北、オホーツク、十勝、釧路根室というような形で分けておりますけれども、そ

れぞれ特徴ございますし、それぞれの地域の皆さんが自分たちの地域の潜在力はここだというも

のがあるだろうというところも感じております。ただ、そこの部分に確信を持って表明するとい

うところまでは、もしかしたらいっていないのではないかという印象がございます。その辺りに

ついて、この計画の普及とリンクしながら、道民一人ひとりが計画を含めて、自分の地域を学ぶ

という機会をもっとたくさん作る必要があると思っております。その一つのツールとして、道教

委の方で道民カレッジを展開してございますので、総合計画の学びに関わるコンテンツを発信し

ていくというのも必要だと思いますし、蓄積したものを広く道民一人ひとりにお伝えしていくよ

うな工夫をさらに進めていってほしいと思っているところです。 

資料８に新たな北海道総合計画の普及に係る想定スケジュールということで、地域の振興局で

の説明会ですとか、出前ディスカッション、ワークショップ等々書いてございます。丁寧に進め

ていっていただけたら嬉しいと思います。年度内というスケジュールになっておりますけれども、

令和７年３月で終わってしまうのではなく、理解していただくための工夫を続けていっていただ

けたらと思います。 

最後にもう一つだけお伝えしたいのですけれども、先ほど古地参与の方からもありましたけれ

ども、何か北海道庁を飛び越えて、市町村と国が取り組みをしていく方が早いのだというような、

一部声がございます。私もそこは危惧しております。しかし、全くそんなことはないと思います。

やはり、北海道というものがあるおかげで、市町村を越えて繋がりを作ることもできますし、勉

強する機会も道は本当に積極的に作っていらっしゃると思います。そのあたりで北海道が担うべ

きことというものをもっと整理して、北海道の皆さんと共有していくというような努力がもっと

あってもいいのではないかと思っているところです。以上です。 

 

（寳金委員長） 

はい、ありがとうございます。これで、出席者の皆様からご意見をいただきました。今の意見

を聞いて、そういえば言い忘れていたとか追加のご発言があれば遠慮なく伺いたいと思います。

いかがでしょうか。 

 

 （挙手なし） 

 

なかなか手を挙げづらいかもしれないので、委員の一人として最初に私の方から。 

本当にありがとうございます。こんなに褒められることはないのではないでしょうか。少し驚

いたのは、やはりリップサービスではないのであろうと思うのです。高橋部会長をはじめ皆様が

仰ったように、今回の出来映えは素晴らしく良いと私も思います。皆様の意見を反映してこうい

うふうになったと思うのですけれど、それを実行していただいたことに本当に感服しています。

まとめになってしまうのですが、基本的には方向性の変更等を要求した委員は、一人もいなかっ

たと思いますけれども、総じて言うと、やはりこれは活用して普及して、そして、バリエーショ

ンしないと駄目ではなかったかと、評価のプロセスをきちんと見直すこと、こうしたものに国会

のように付帯意見のようなものを付加させるものかどうかわからないですけれど、付帯的な意見
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としては、そういうものが多かったと思います。 

もう一つは、やはりダイバーシティの観点から、例えば女性の意見について、若者の意見は得

られたけれど、女性の視点とか、多様性の視点がもう少しあってもいいのではないかということ

で、これはどこかの時点で取り上げていただきたいということがあったと思います。あとはやは

り古地参与の意見でありましたように、これは総合計画の中に限らない問題だと思うのですけれ

ども、その文言の変更には至らないのですが、基本的なガバナンスが問われてしまっているとい

うところがあります。これを実行する道庁の立ち位置が、やはり非常に大きな課題であって、特

に実行する市町村長にこれをどうやって伝えるのかが、私も難しい課題だと思います。道が決め

る総合計画を、それぞれの最終的なプレイヤーであり、ブレイクダウンする市町村長が、どうや

ってこれを活かすのかという仕組みが、明確になっていないのではないかというところがあった

かもしれない。それにきちんと応えるというのは、応えているでも良いのですが多分なかなか応

えづらいことなのかと思いました。そういう付帯意見が多かったと思います。 

また、個別には、様々な文脈には入ったけれど、是非実現してほしいということがあったかと

思います。 

この 10 年間で、大変な人口減少社会になりつつあると思うのですけれども、恐ろしいのは先の

10 年間です。人口減少は外れなしと言われていますから、やはり、この計画には、そういう人口

減少という非常にネガティブな社会のデフレーションの中で、どうやってポジティブなメッセー

ジを発するかという難しさがあったと思います。そうしたことに、完全には応えきれていないよ

うなところもあると思うのですけれど、ただ現状においては最大公約数的な意見が、しかも非常

に綺麗にまとまったと思います。私としましては、改めて変更をすべきところはないと思います

が、やはり、評価、活用、普及の点では、様々なご意見がありましたので、これを是非実現して

いただきたいと思いました。 

というところで、ざっくり皆様の意見をメモしながらまとめてみました。一部、反映していな

いところもあったかもしれませんけれども、改めて何か追加のご意見があればお願いいたします。 

 

（古地参与） 

すみません。いつも何度も発言して申し訳ないのですが、今の寳金委員長のお話とも絡めて申

し上げると、やはりダイバーシティというのは、高橋部会長からもお話ありましたけど、この概

念をどのように総合計画の中に落とし込んでいくのかというのは、計画部会の中でもかなりいろ

いろ話をしてきました。ダイバーシティを組み込んだ仕組みをどう作っていけるのかが問われて

いると思います。日本の自治体で多様性に真正面から向き合って、それをきちっと仕組みの中に

落とし込んでいる自治体はないのではないかと思います。国レベルでもきちんとできていないで

しょう。 

 そういう中で、特に女性とかジェンダーという話で言うと、政策過程を考えるにあたって「ジ

ェンダー主流化」という考え方があります。英語で「ジェンダー・メインストリーミング

（gender mainstreaming）」というのですが、あらゆる政策を立案・実施する際に、分析視角と

してジェンダーのレンズを常に入れていくという考え方です。これは、政府・自治体のみならず、

企業・団体においても使える考え方です。日本でも実施されている部分もあるのですが、これを

一歩進めて、「ダイバーシティ・メインストリーミング（diversity mainstreaming）」、「多様

性の主流化」という考え方を道庁の政策、施策、事業の中に落とし込んでいくと、今までとはか

なり違う形のプロセスや政策ができていくのではないかと思います。しかし、これはすごく手間

がかかります。このような考え方は私の思いつきではなく、私が長年研究しているカナダは、

「ジェンダーベースド・アナリシス・プラス（gender-based analysis plus）」、「ジェンダーに

基づく分析プラス」という手法を用いて政策を立案しています。現在、閣議にかかる法案や政策

案は、全てそのフィルターを通しています。ある特定の政策が、さまざまな属性や立場の人々に

どのような影響与える可能性があるのかを政策立案時に分析し、より公正な政策を目指す考え方

です。私たちは、コロナ禍の中で、国が繰り出すさまざまな施策や対策が、属性や立場によって

異なる影響を与えていることを、報道を通じて知ったり、実感したりしてきました。 
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ですので、人口が減少し、社会が縮小していく中で、子どもの意見も含めて、多様な視点や考

え方を、北海道のガバナンスの中に組み込んでいけるのかというのが大切だと考えています。一

朝一夕でできるものではないとは思いますが、10 年かけてチャレンジしていく価値のあるものだ

と私は感じています。すみません、長くなりましたが以上です。 

 

（寳金委員長） 

ありがとうございます。大変貴重なご意見だと思います。カナダのトルドーさん自身が、ＬＧ

ＢＴＱのパレードに参加したりとか、全然レベルが違うところですが、そういうところのご意見

をいただきました。他いかがでしょうか。 

 

（石井委員） 

すみません。ガバナンスのことに関して、言い忘れというか、一つの意見になるかもしれませ

んけれども、市町村長である首長さんにどういうのを落としていくのかということに関しては答

えになってないのですけれども、やはり北海道は広いので、14 の振興局がどのように各市町村と

向き合ってやっていくか、振興局の強化といいますか、人材育成といいますか、その辺が非常に

ポイントになってくるのかなと。前回の計画部会でも言ったのですけれども、振興局の道職員は、

道庁の職員でもあるけれども、振興局地域の一員でもあるという、そのような二役を買って出て

もらっているということで、是非とも振興局と市町村が一緒になってやっていくような雰囲気が

できてくると、市町村も、道庁さんと一緒にやっているという雰囲気がでてくるのかなと思いま

すので、その辺ですね、もし実現できたらいいかなと思いました。以上です。 

 

（寳金委員長） 

はい、ありがとうございます。それは付帯意見的にあってもいいのではないかと思いました。 

川村先生、真ん中ぐらいにあるＡＩ自体のポリシーメイキング、あれは現実にやっているとこ

ろもあると思うのですが、これは本当に膨大なデータにＡＩを使っていませんよね。非常にビッ

グデータなので、そういうようなことも年度の中間、記載する必要はないと思いますけれども、

年度評価とかで、数年後にはもうリアリティとしてあるのかと思いますが、その辺りいかがでし

ょうか。 

 

（川村委員） 

よく意思決定ＡＩに使えるのかという話をいろいろなところでさせていただいております。意

思決定というのは、多目的な問題で何を決定するのかということで、最終的にはあちらが立てば

こちらは立たずの中で、どういうオプションを選ぶかという問題。これは多分いろいろ議論を尽

くして人を集めなければいけない問題なので、ＡＩに任せることができないというのが私の持論

なのですけれども、一方で、それの議論のベースとなるようなデータを整理したり、これまでの

膨大な資料をまとめたり、こんなところで人は大変な思いをしてまとめていたところ、それから

手が回らなかったところというところは、やはりＡＩの力を使っていくというのがこれからのデ

ィスカッションの在り方かなと思っています。そういう意味で、今回、職員の方々含めて大変な

思いしてまとめられたのですけれども、これをどうモニタリングしていくのかとか、これの実態

が果たして数値であがってくるものだけをまとめるんだったら簡単なんですけれども、もっと実

態のところでどういうふうになっているのかなみたいなところをまとめるというのは、ＤＸ・Ａ

Ｉを使っていく社会になっていくと思いますので、是非道庁の皆さんはじめ、ＤＸの先頭に立つ

っていうお手本を見せるという意味でも、この先 10 年間、柔軟にそういうものを使って計画だっ

たりとか、実行だったり、評価だったりということを進められたらいいのかなと思っておりまし

た。 

 

（寳金委員長） 

はい、貴重な意見ありがとうございます。 
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話の中で一つだけ、めざす姿の中で、とても細かいことで恐縮なのですけれども、「一人ひと

りの」、多分新聞用語だと思うのですけど、一人が最初漢字で、２番目がひらがなになっている、

ネット上は使い方が違うという話もあるのですけれど、これは、議論されたのでしょうか。言葉

として、かなり目立つので、一人が漢字で、どういう意味があるのでしょうか。特別意味はない、

一人ひとりをひらがなにすると幼すぎるとか、これは使われる言葉になりますので、その中間を

取っているのでしょうか。 

 

（笹森計画局長） 

公文書で使う参考例で、使い方としてはこういう重ねる時には、というのは一つありますけれ

ども（読みやすく分かりやすい表現としたもの）。 

 

（寳金委員長） 

分かりました。特別な意味ではないのだろうと思います。めざす姿の決定的な言葉の一つにな

るので、今後もこういう形で使うということでいいと思います。 

大体ご意見出てですね、議事録もとってございますので、先生方も、委員の最後の意見が残っ

てございますので、道として活かしていただきたいと思いますが、原案に関しては非常によくで

きているものの、普及に関して少し検討していただきたいということですが、原案のまま進めさ

せていただきたいと思います。ご意見があればお伺いしますがいかがでしょうか。 

 

 （一同首肯） 

 

よろしいでしょうか。ありがとうございます。私の方から概ね妥当であるということで、後日、

その旨を私から鈴木知事に対して答申したいと思います。 

 

 

議題（４）現行計画の推進状況について 

（寳金委員長） 

 それでは、４番目の議事に移りたいと思います。「令和５年度北海道総合計画の推進状況」に

つきまして、事務局から説明をお願いします。 

 

（菅原計画推進課長） 

それでは、議事の４「令和５年度 北海道総合計画の推進状況」につきましてご説明させていた

だきます。資料９「令和５年度 北海道総合計画の推進状況」をご覧ください。 

総合計画の推進管理につきましては、毎年の政策評価を通じて、計画に掲げる指標の進捗状況

や施策の推進状況を把握いたしまして、特定分野別計画も含め一体的に管理を行ってきていると

ころでございます。また、この度の新たな総合計画の策定に当たりましては、こうした現行の計

画の推進状況にも留意しながら策定を進めてきたところでございます。 

資料についてでございますが、左側に各政策展開の基本方向を示しておりまして、内訳となる

施策ごとに評価を行い、まん中のグラフにその結果を示しております。また、結果の総括といた

しましては、右側に記載しているところでございます。 

右側の結果の総括について、簡単にご説明いたしますと、一番上の段、基本方向の「１．生

活・安心」では、全体としては「順調」、「概ね順調」の割合が高くなっておりますが、「（１）

安心して子どもを生み育てることができる環境づくり」、また「（３）豊かで優れた自然・生物

多様性の保全とその継承」などの一部の施策が、「やや遅れている」「遅れている」という判定

結果となっております。 

基本方向の「２．経済・産業」につきましても、全体としては「順調」、「概ね順調」の割合

が高くなっておりますが、「（１）農林水産業の持続的な成長」や「（３）中小・小規模企業の
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振興や地域商業の活力再生」などの一部の施策が、「やや遅れている」、「遅れている」という

判定結果となっております。 

基本方向の「３．人・地域」につきましても、同様に、全体としては「順調」、「概ね順調」

の割合が高くなっておりますが、 「（２）北海道の未来を拓く人材の育成」、「（４）ふるさ

との歴史・文化の発信と継承」などの一部の施策が、「やや遅れている」という判定結果となっ

ております。 

詳細につきましては、２ページ以降に記載しておりますので、２ページ以降にそれぞれの施策

ごとの判定として、評価を記載しておりますので、後ほどご覧いただければと思います。道とし

ては、現行計画におけます、こうした施策推進上の課題等も十分に踏まえながら、今後、新たな

総合計画の推進を図ってまいりたいと考えております。説明については以上となります。 

 

（寳金委員長） 

ありがとうございます。ただいまの説明に関しまして、進捗状況に何かご発言はございますで

しょうか。 

 

 （挙手なし） 

 

議題（５）その他 

（寳金委員長） 

 続いて、議事（５）「その他」について、事務局から何かあればお願いします。 

 

（菅原計画推進課長） 

今後の日程についてお知らせをさせていただきます。新たな総合計画に関する本委員会からの

答申につきまして、６月１１日に北海道庁におきまして、寳金委員長から鈴木知事に対し、行わ

れる予定となっております。事務局からは以上でございます。 

 

（寳金委員長） 

 はい、ありがとうございます。ご案内がありましたように、６月１１日に道庁に伺いまして、鈴

木知事に対して答申させていただきたいと思ってございますので、よろしくお願いします。 

以上で、本日予定していた議事はすべて終了いたしました。円滑な議事進行にご協力いただきま

して、誠にありがとうございます。 

それでは、進行を事務局にお返ししたいと思います。お願いします。 

 

（笹森計画局長） 

 寳金委員長をはじめ、委員の皆様、ありがとうございました。最後になりますが、濱坂副知事

からご挨拶申し上げます。 

 

（濱坂副知事） 

皆さん、本当に長時間ありがとうございました。寳金委員長をはじめ、委員・参与の皆様には、

改めて熱心にご議論をいただきまして、心から感謝申し上げたいと思います。本当にありがとう

ございます。 

本日は、「最終案・事務局案」について、ご意見をいただいたわけありますが、作った後のお

話、どうやってみんなを巻き込んで、道民のみなさん、そして、市町村とともにどうやって進め

ていくか、改めてしっかり考えたいと思います。 

そして、子供の意見聴取の話でいくつか皆さんからご意見をいただきました。我々、国ととも

に、こどもまんなか社会、子ども応援社会というのを目指しておりまして、こういう計画は昨年

から試行で、これから作る全ての計画は、子どもの意見を取り入れ、聞こうということで、この
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総合計画につきましては、令和６年度初の本格実施というか、それで取り組みを進めてきました。

計画はそのままだとちょっと難しいところもあるものですから、言葉遣いを子ども向けに直した

りしながらやってきたところ、資料１にございますけれども、大人を超えるすごい数のご意見い

ただきまして、我々も本当に嬉しかったところです。先ほど来、ご意見をいただきましたので、

本当にこの計画を進行していくに当たりましても、子どもの視点・観点を取り入れ、どうやって

進めていくのかということも、これからまたしっかり考えてまいりたいと思いますし、ダイバー

シティ、ご指摘のとおり、まだまだでございます。これについてもしっかり考えてまいりたいと

考えております。 

会議の冒頭にも申し上げましたけれども、本委員会はこれで最後となります。昨年の８月に第

１回目を開催して以来、これまでに当委員会を２回、それから計画部会４回開催がございました。

皆様には、その間、数々の貴重なご意見を賜りまして改めて感謝を申し上げたいと思います。 

後日、本委員会から答申をいただきまして、今月１８日に第２回の定例道議会が開催されます

けれども、計画の最終案、これを報告した上で、計画を決定していくというスケジュールを考え

てございます。 

総合計画の推進に当たりまして、「めざす姿」の実現に向けて、これから道民の皆様、市町村

と力を合わせて進めていきたいと考えておりますが、委員の皆様には、今後ともご支援とご協力

をお願いするとともに、これまで本当に多大なご尽力を賜りましたこと、改めてお礼を申し上げ

て、ご挨拶とさせていただきたいと思います。皆様、本当にこれまでありがとうございました。 

 

（笹森計画局長） 

 以上をもちまして、令和６年度第１回北海道総合開発委員会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

 

（閉会） 


